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大木町職員の旅費支給条例等の一部改正
大木町水道事業給水条例の一部改正
大木町社会教育委員設置条例等の一部改正
大木町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部改正
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の制定
町道の路線の廃止
町道の路線の認定
大木町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例一部改正
大木町監査委員の選任
大木町固定資産評価審査委員会委員の選任
人権擁護委員候補者の推薦
大木町議会委員会条例の一部改正
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３月定例会に提案された議案などの議決状況
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本会議での質疑応答と主要予算の説明

※件名は正式名称ではありません。（わかりやすく編集しています）

平
成
25
年
度
補
正
予
算

平
成
26
年
度
当
初
予
算

地域の元気臨時交付金の充当事業は、議場等のLED照明工事、健康福祉センター改修事業、農村環境整備事業、集落
内水路整備事業、道路維持・補修事業、道路側溝・舗装新設工事、小学校空調設備設置工事に充当したほか、中学校空
調設備設置工事への充当を減額している

総合計画策定業務委託業者に見積徴収し予算計上したが、発注段階で仕様を見直し、入札により業者を決定したため、
大幅な減額となった。すでに成果品は納品されており、こちらが求めた品質要件を満たしている

職員による直営で対応できたため

当初見込みの入所児童数に対して、3歳未満児の中途入所児童数が増加したため

本補助金は、国の「待機児童解消加速化プラン」による新たな補助制度であったが、保育士の確保ができず、この補助を
受けるための条件整備が整わなかったため

町制60周年記念事業を計上している

小型動力ポンプ付積載車（２の４）を計画

町のホームページを7年ぶりに更新する

平成26年度に、平成27年度から平成29年度までの大木町障害福祉計画を策定する必要がある。

町だけでなく社会福祉協議会へも相談事業等を委託しており、サービス内容が住民へより浸透していることや権限委譲
により事業費が増大しているため　　

臨時福祉給付金は、低所得者に対しての消費税増税対策として支給される

共働き家庭の増加により、低年齢児童の保育園入所が増えたため

新規事業として保育士の処遇改善のために、保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金が支給されます

子育て世帯臨時特例給付金は、消費税増税対策として支給される

新規事業として、合併処理浄化槽維持管理協会助成金を計上

新規事業であるねこ去勢施術助成金は10匹分を計上

ごみゼロコンテストは50名分を計上

不法投棄監視カメラを２台設置予定

道の駅おおき駐車場拡張とバイパスからの進入路安全性向上のための改修の設計費と工事費を計上

国からの全額補助である緊急雇用創出事業を利用して、就農実践担い手育成事業を計画

農業振興指導員雇用負担金は、JAが雇用し、費用折半で、人・農地プランの作成・指導と野菜生産の指導育成を予定している

青年就農支援給付金は、新規に3名を予定している

大木町地域振興事業補助金を百万円増額し、プレミアム付き商品券発行額は５千万円から７千万円の予定で、利便性
の向上にも配慮するもの

大木町住宅改修補助金は、廃止を予定していたが、減額し実施する

25年度実施した橋梁の耐震化診断で、緊急を要する2か所を整備する

町民の願いがこもった八丁牟田駅前広場を整備し、利便性と安全性の向上を図る

17年が経過した石丸山公園の健康遊具を整備する

大莞小学校体育館の吊天井改修を含めた大規模改修工事の設計委託費を計上し、平成27年度に改修工事を計画

新規事業として福岡県読書推進大会を本町にて開催予定

町営等テニスコート（中学校含む）5面を改修する

検討委員会で検討中

ＪＡ福岡大城の配置と決まっている

　

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
収
入
が
減
り
、労
務
管
理
や
経
営
支
援
が
増
え
、個
別
に
経

営
指
導
を
し
て
い
る
。商
品
券
の
発
行
は
、今
年
は
７
０
０
０
万
円
程
度
を
考
え
て
お

り
、町
か
ら
４
０
０
万
円
の
助
成
を
予
定
し
て
い
る
。努
力
し
て
い
る
会
員
は
、商
品
券
の

効
果
は
大
き
い
が
、把
握
は
困
難
。大
型
店
の
影
響
が
ジ
ワ
リ
と
来
て
い
る
。

　

町
の
活
力
、商
売
繁
盛
に
は
女
性
部
の
力
が
大
。家
庭
円
満
も
女
性
の
力
。議
会
か
ら

女
性
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
機
運
を
高
め
て
ほ
し
い
。ま
た
、相
談
や
連
絡
、集
え
る
場
で

あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
再
開
し
て
ほ
し
い
。

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
が
な
い
よ
う
入
札
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、公
共
施
設
の
最
新
の

デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。４
ｍ
道
路
の
取
り
扱
い
は
、両
岸
の
境
界
を
確
定
後
に
中

心
線
を
決
定
す
る
よ
う
改
善
さ
れ
た
。

　

景
観
・
土
地
利
用
計
画
は
20
年

来
の
課
題
で
あ
り
、３
〜
４
年
後

に
条
例
制
定
で
き
る
の
か
。

　

空
き
家
を
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
と
し
て
利
用
促
進
で

き
な
い
か
。ま
た
県
の
雇
用
促
進
住

宅
は
、地
域
活
性
化
に
利
用
で
き

な
い
か
。

１
、課
題
と
現
状

２
、商
工
会
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

３
、建
築
関
係

４
、商
業
関
係

５
、住
宅
福
祉
関
係

　　

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、実
り
の
多
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

互
い
に
、先
進
地
視
察
で
学
ん
だ
文
教
厚
生
委
員
会
の
昨
今
の
課
題
で
あ
る
次
の
こ
と

に
つ
い
て
報
告
・
協
議
し
た
。

①
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
に
つ
い
て

　
（
広
島
県
安
芸
高
田
市
）

②
小
中
一
貫
教
育
・
プ
ラ
ス
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
（
広
島
県
府
中
市
）

③
平
和
学
習
と
被
爆
体
験
講
話
に
つ
い
て

　
（
広
島
県
呉
市
）

④
医
療
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
（
広
島
県
呉
市
）

　
①
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
取
り
組
み

　
（
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
）

 

・ 

認
定
こ
ど
も
園
め
ぐ
み
園

　
（
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
）

②
地
域
福
祉
拠
点

　
「
健
軍
く
ら
し
さ
さ
え
愛
工
房
」の
活
動
に
つ
い
て

 

・ 

運
営
方
法

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ー
さ
あ
」に
つ
い
て

　
（
熊
本
市
）

③
Ａ̶

Ｚ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
阿
久
根
店
見
学

 

・ 

高
齢
者
・
弱
者
な
ど
に
送
迎
バ
ス
、24
時
間
営
業

　
（
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
）

大
川
市

大
木
町

●
報
告
内
容

大木町商工会館

意見交換会のようす

国庫補助金で、緊急経済対策である、地
域の元気臨時交付金（地域経済活性化・
雇用創出臨時交付金）の使い道は

総合計画目標指標中間調査委託費は、当初予算より半
額以下になっている、求める品質の成果品であったか

健康福祉センターの設計管理委託料が全額不用になっている理由

保育所運営委託料が大幅増になっている理由

全額国の補助金である、幼稚園預かり保育支援事
業補助金を12月に補正したが不用となった理由

自立支援給付費が毎年大幅に増額されて
おり、23年度当初からすると倍増している

25年度補正予算同様、保育所運営委託料が大幅増になっている理由

景観土地利用計画等策定委託料５００万円の内訳は

農業指導委員の配置を役場にできないか

平
成
26
年
２
月
19
日（
水
）16:

00
〜　

平
成
26
年
１
月
22
日（
水
）13:

30
〜　

大
木
町
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会

大
川
市
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会


